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９
月
17
日
に
、
９
月
定
例
会
を
八
戸

シ
ー
ガ
ル
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
定
例
会
で
は
、
向
井
会
長

か
ら
次
年
度
の
最
重
点
事
業
で
あ
る

２
０
２
０
年
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会
八
戸

大
会
に
向
け
た
挨
拶
が
あ
り
、
会
員
の

機
運
を
高
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
あ
り
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

海
か
ら
拓
け
た
八
戸
、
八
戸
市
市
制

施
行
90
周
年
な
ら
び
に
八
戸
港
開
港
80

周
年
を
祝
う
に
相
応
し
く
盛
り
上
が
り
、

単
会
会
員
だ
け
で
な
く
、
Ｏ
Ｂ
や
県
内

外
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
海
か
ら
の
恩
恵
を
受
け
な
が

ら
、
八
戸
市
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　

み
な
と
維
新
委
員
会

　
　

委
員
長　

間
山　

健
一

㈲
八
戸
マ
イ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

チ
ャ
ー
や
ク
イ
ズ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
回
我
々
は
、
短
い
時
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩
方
の
変
わ

ら
ぬ
温
か
い
思
い
を
感
じ
る
と
共
に
、

こ
れ
か
ら
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
役
割
や
立
ち
位

置
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

み
な
と
維
新
委
員
会

　
　

委
員
長　

間
山　

健
一

㈲
八
戸
マ
イ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

　

７
月
28
日
、
デ
ー
リ
ー
東
北
カ
ッ
プ

２
０
１
９
八
戸
港
カ
ッ
タ
レ
ー
ス
が
開

催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
過
去
最
高
の
81

チ
ー
ム
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　

職
場
の
仲
間
や
友
人
同
士
等
、
様
々

な
チ
ー
ム
編
成
が
行
わ
れ
、
絆
を
深
め

る
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
コ
ン

テ
ス
ト
も
開
催
さ
れ
、
参
加
者
が
個
性

あ
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
を
披
露
し
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
は
、
今
年
か
ら
オ

ー
ル
を
統
一
し
た
こ
と
で
重
さ
が
増
し
、

漕
ぎ
方
に
一
層
工
夫
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
が
一
つ
の

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
進
む
姿
を
見
て
熱

い
思
い
を
抱
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
事
故
も
な
く
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ご
参
加
頂
い
た

　

ま
た
、
研
修
会
で
は
「
人
を
幸
せ
に

す
る
心
遣
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
高
畑
紀

子
氏
（
㈱
Ｓ
ｕ
ｖ
ａ
ｉ
ｃ
ａ
八
戸
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
顧
問
・
第
12
代
会
長
）
を

迎
え
て
マ
ナ
ー
等
に
関
す
る
ご
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
塚
原
隆

市
氏
（
第
７
代
会
長
）
か
ら
、
サ
ッ
カ

ー
大
会
の
運
営
面
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
だ
け
で
な
く
、
商
工
会
議
所
親
会
と

青
年
部
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
ご
指

導
頂
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
料
理
は
、
県
産
食
材
を
使

っ
た
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
ズ
の
特
別
コ
ー
ス

デ
ィ
ナ
ー
が
用
意
さ
れ
、
マ
ナ
ー
レ
ク

八
戸
港

カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス

２０１９

青
年
部
だ
よ
り

ＹＥＧ
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７
月
５
日
〜
７
日
に
長
崎
で
開
催
さ

れ
た
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
参
加
し
て

参
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
八
戸
大
会
の
開
催
に
向

け
て
、
大
会
運
営
、
設
備
、
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
全
て
の
会
場
を
視
察
し
て
参
り

ま
し
た
。

　

私
は
、
サ
ッ
カ
ー
経
験
も
な
く
深
い

知
識
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
八
戸
大
会
で

は
、
私
と
同
じ
よ
う
な
境
遇
の
方
に
も

楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
工
夫
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

長
崎
大
会
で
ま
ず
印
象
的
だ
っ
た
こ

と
は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
充
実
で
す
。

市
内
中
心
部
に
は
、
出
島
や
中
華
街
等

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
多
数
隣
接
し
、
徒

歩
15
分
程
で
要
所
を
巡
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
電
車
や
車
で
の
移
動
で
あ
れ

ば
、
平
和
公
園
、
オ
ラ
ン
ダ
坂
等
の
素

敵
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

大
会
会
場
に
つ
い
て
は
、
私
が
訪
れ

た
会
場
の
場
合
、
小
規
模
な
が
ら
も
設

備
が
充
実
し
て
お
り
、
参
加
者
の
満
足

度
も
高
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

６
日
に
行
わ
れ
た
大
懇
親
会
で
は
、

約
１
２
０
０
名
の
参
加
者
が
一
同
に
会

し
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

２
０
２
０
年
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会
八
戸

大
会
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
は
フ
ー
ド
ブ
ー
ス

も
あ
り
、
長
崎
の
郷
土
料
理
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
観
光
や
食
事
等
、

魅
力
の
多
い
長
崎
大
会
で
あ
り
、
八
戸

大
会
の
成
功
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
も
得
て

参
り
ま
し
た
。

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
参
加

者
が
１
０
０
０

名
を
超
え
る
大

き
な
大
会
で
す
。

　

八
戸
に
来
て

頂
く
全
国
の
青

年
部
メ
ン
バ
ー

に
感
動
を
届
け

ら
れ
る
よ
う
、

八
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全

メ
ン
バ
ー
が
一

致
団
結
し
、
大
会
成
功
に
向
け
て
取
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
お
こ
し
委
員
会

　
　

委
員　

中
野　

尊
文

青
森
オ
ー
ト
グ
ラ
ス
サ
ー
ビ
ス

　

９
月
27
日
〜
28
日
、
山
形
県
新
庄
市

に
て
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
や
ま
が
た
新
庄

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
は
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
単
会
が

取
り
組
ん
で
い
る
連
携
事
業
を
発
表
し
、

今
年
度
は
福
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
「
誘
致
活
動

５
年
～
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
呼
ん
じ
ゃ
い
ま
し

た
～
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
懇
親
会
で
は
、
他
単
会
メ
ン
バ
ー
に
も

協
力
を
頂
き
、
２
０
２
０
年
全
国
サ
ッ
カ

ー
大
会
八
戸
大
会
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
通
じ
て
、

ス
テ
ー
ジ
の
使
い
方
や
Ｐ
Ｒ
時
間
等
、
全
国

サ
ッ
カ
ー
大
会
八
戸
大
会
の
開
催
に
向
け
、

大
い
に
参
考
と
な
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
出
向

　
　

専
門
委
員　

木
田　

茂
雄

㈲
サ
ン
キ
ョ
ウ
企
画

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

長
崎
大
会
へ
参
加

Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会

や
ま
が
た
新
庄
大
会
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10
月
12
日
、
青
森
市
に
て
、
青
森
県

商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
（
青
森
県

Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
と
青
森
県
商
工
会
青
年
部
連

合
会
（
イ
ン
パ
ル
ス
）
の
事
業
発
表

会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事

業
発
表
会
は
、
両
団
体
の
歌
を
斉
唱
し
、

綱
領
朗
読
、
指
針
唱
和
等
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
青
年
部
７
単
会
と
イ
ン
パ

ル
ス
の
活
動
報
告
を
行
い
、
お
互
い
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、

イ
ン
パ
ル
ス

の
県
内
７
支

部
と
Ｙ
Ｅ
Ｇ

各
単
会
か
ら

代
表
者
が
登

壇
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴

等
を
紹
介
し
、

交
流
し
ま
し

た
。
来
年
は
、

イ
ン
パ
ル
ス

主
催
に
よ
り

開
催
さ
れ
る

こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

青
森
県
Ｙ
Ｅ
Ｇ
出
向

　
　

理
事　

清
野　

大
輔

年
金
ラ
ボ・
清
野
社
労
士
事
務
所

　

７
月
25
日
、
八

戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

に
て
７
月
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
全
68
名

（
青
年
部
会
員
事

業
所
45
名
、Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
２
名
、
非
会

員
18
名
、事
務
局
）

に
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
折
原
浩
氏
（
㈱
デ
ィ

セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
）を
招
き
、『「
経

営
力
向
上
」
～
今
こ
そ
革
新
を
起
こ
そ

う
！
会
社
、
地
域
、
家
族
の
た
め
に
～
』

を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　

内
部
環
境
と
外
部
環
境
を
分
か
り
や

す
く
分
析
し
、事
業
戦
略
を
考
え
る「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」
等
を

学
び
、
参
加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、
当
委
員
会
が
今

年
度
か
ら
実
施
す
る
「
経
営
力
向
上
セ

ミ
ナ
ー
（
全
５
回
）」
の
う
ち
の
第
１

回
目
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

自
社
に
お
け
る
経
営
力
の
向
上
と
青

年
部
事
業
の
活
性
化
に
繋
が
る
ま
た
と

な
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

み
ら
い
創
造
委
員
会

副
会
長　

岡
本　

信
也

㈱
ア
イ
テ
ィ
コ
ワ
ー
ク

　

本
セ
ミ
ナ
ー
を
こ
れ
で
終
わ
り
に
す

る
こ
と
な
く
、
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
し

て
参
り
ま
す
。
と
も
に
学
び
実
践
し
て

参
り
ま
し
ょ
う
。

　

み
ら
い
創
造
委
員
会

委
員
長　

森　

淑
乃学

職
開
発
㈱

　

11
月
２
日
、

む
つ
市
に
て
青

森
県
連
会
員
大

会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
記
念

式
典
・
懇
親
会

に
加
え
、
恐
山

の
視
察
や
釜
臥

山
展
望
台
か
ら
、

む
つ
市
内
の
夜
景
を
堪
能
し
ま
し
た
。

「
光
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
」
と
称
さ
れ
る

夜
景
は
、
と
て
も
美
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
恐
山
で
は
ガ
イ
ド
の
方
に
境

内
を
案
内
し
て
頂
き
、
恐
山
の
歴
史
等

を
学
び
な
が
ら
参
拝
し
ま
し
た
。

　

む
つ
市
の
魅
力
を
更
に
深
く
知
る
こ

と
が
で
き
、
非
常
に
有
意
義
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

青
森
県
Ｙ
Ｅ
Ｇ
出
向

理
事　

岡
田　

悠

㈱
青
森
テ
レ
ビ
八
戸
支
社

　

み
ら
い
創
造
委
員
会
の
今
年
度
事
業

の
柱
で
あ
る
「
経
営
力
向
上
セ
ミ
ナ

ー
」
を
７
月
〜
10
月
に
全
５
回
開
催
し

ま
し
た
。

　

第
１
回
目
／
八
戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

（
7
月
25
日
）
第
２
・
３
回
目
／
八
戸

市
ス
ポ
ー
ツ
研
修
セ
ン
タ
ー
（
9
月
20

日
・
21
日
）
第
４
・
５
回
目
Ｙ
Ｓ
ア
リ

ー
ナ
八
戸
会
議
室
（
10
月
４
・
５
日
）

　

開
催
に
向
け
、
７
月
定
例
会
研
修
会

に
て
第
１
回
目
を
無
料
開
催
し
た
他
、

セ
ミ
ナ
ー
動
画
の
配
信
等
、
当
委
員
会

で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
Ｐ
Ｒ
を
行

っ
た
結
果
、
50
名
近
く
の
方
に
受
講
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
最
新
の
事
例
も
伺

い
な
が
ら
経
営
に
つ
い
て
学
び
、
セ
ミ

ナ
ー
後
の
交
流
会
で
も
個
別
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
頂
き
ま
し
た
。

７
月
定
例
会

経
営
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

イ
ン
パ
ル
ス
と
の
交
流
会

む
つ
大
会

県
連
大
会
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い
ま
す
。
来
八
さ
れ
た
皆
様
に
「
八
戸

は
い
い
街
だ
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

頂
く
た
め
に
は
、
青
年
部
だ
け
で
は
な

く
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
青
年
部
歴
代
会
長
を
は
じ
め
、

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
そ
し
て
親
会
会
員
の
皆

様
、
大
会
成
功
の
た
め
に
お
力
を
お
貸

し
く
だ
さ
い
。
垣
根
を
越
え
て
一
つ
に

な
り
ま
し
ょ
う
。

　

総
務
室　

副
室
長　

佐
々
木　

晴
久

㈱
中
長
印
刷

新入会員随時募集中！！

■入会資格
八戸商工会議所会員事業所の経営
者・後継者・幹部従業員等で、年度
初日において満 49 歳以下の方。
年会費は 36,000 円。
詳しくは、八戸商工会議所経営支援２課
０１７８－４３－５１１１まで。

多くの若手経営者・後継者・幹
部従業員等がネットワークを拡
げ、活躍しています!

そ
の
他
、
Ｙ

Ｅ
Ｇ
サ
ッ
カ

ー
協
会
・
前

回
大
会
開
催

地
の
長
崎
Ｙ

Ｅ
Ｇ
・
次
々

年
度
開
催
予

定
地
で
あ
る

奈
良
Ｙ
Ｅ
Ｇ

メ
ン
バ
ー
が

参
加
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
長
崎
Ｙ
Ｅ

Ｇ
か
ら
大
会
報
告
が
さ
れ
た
後
、
質
疑

応
答
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
全

国
サ
ッ
カ
ー
大
会
八
戸
大
会
を
成
功
さ

せ
る
た
め
、
八
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が

積
極
的
に
質
問
し
、
今
後
の
方
向
性
や

課
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
会
議
終
了
後
の
懇
親
会

で
も
熱
い
ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会
実
行
委
員
会

委
員
長　

立
場　

輝
栄

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
㈱

　

次
年
度
の
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会
八
戸

大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
会
員
一
同

一
所
懸
命
に
考
え
、
動
き
、
挑
戦
し
て

　

11
月
７
日
～
９
日
、
長
野
県
長
野
市

に
て
第
37
回
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
会
長
研

修
会
「
信
濃
の
國
な
が
の
会
議
」
が
行

わ
れ
、
会
長
、
熱
意
あ
る
会
員
、
事
務

局
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
現
役
会
長
を
対
象
と
し
た
第

２
分
科
会
に
参
加
し
、
各
単
会
の
状
況

等
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。
分
科
会
で
は
、
グ
ル
ー

プ
が
「
災
害
時
組
合
せ
単
会
」
毎
に
組

ま
れ
て
お
り
、
近
年
多
発
す
る
災
害
に

対
す
る
危
機
管
理
意
識
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ

れ
か
ら
の
Ｙ
Ｅ

Ｇ
の
在
り
方

等
も
語
り
合

う
こ
と
が
で

き
、
有
意
義

な
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
会
長

向
井　

誠
仁

㈱
ジ
ー
ア
イ
テ
ッ
ク

　

11
月
３
日
、
東
京
都
品
川
で
全
国
サ

ッ
カ
ー
大
会
引
継
ぎ
会
議
が
開
催
さ
れ
、

向
井
会
長
を
は
じ
め
木
田
大
会
会
長
、

各
部
会
長
の
計
８
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

青年部における各種会議等
の出欠回答、共有の掲示板、
連絡網の構築などが可能で
す。是非ご活用を !!
※詳しい使い方は（青年部総務室
メンバーまたは事務局）にお問
い合わせ下さい。

エンジェルタッチ
活用のお願い

詳しい活動計画は八戸商工会議所
青年部ホームページ

http://yeg.hi-net.ne.jp/
ＹＥＧへ今すぐアクセス !

お

屋

ん
ら

部

ど
の

E

八

G

戸
Y

　

み
な
と
維
新
委
員
会
で
は
、

２
０
２
０
年
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会
八
戸

大
会
を
見
据
え
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
る

方
々
を
も
て
な
す
た
め
に
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
部
会
と
し
て
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
貫
と
し
て
、
地

場
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
提
供
を
行
う

お
店
を
私
達
が
体
験
し
、
良
い
も
の
を

も
っ
と
紹
介
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

「
み
な
と
Ｄ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
回
は
、
八
戸
市
湊
町
に
蔵

を
構
え
２
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ

八
戸
酒
造
様
の
ホ
ー
ル
で
、
講
師

の
宮
本
氏
か
ら
観
光
に
つ
い
て
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。
全
国
か
ら
訪

れ
る
同
志
に
「
楽
し
か
っ
た
」
と

言
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
心
か
ら
の

お
も
て
な
し
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

み
な
と
維
新
委
員
会

　
　

委
員
長　

間
山　

健
一

㈲
八
戸
マ
イ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

全
国
会
長
研
修
会

編
集
後
記

引
継
ぎ
会
議

全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会


